職務経歴書（商品開発のサンプル）

20××年×月×日現在

氏名：○○ ○○
· 会社概要


· 職務経歴詳細

20××年×月
○○株式会社入社

20××年×月
研修終了後、□□支店販売一課に配属（営業担当）

20××年×月
△△△商品企画部△△チームに配属（国内マーケティング担当）

20××年×月
社内横断プロジェクトリーダー兼任、現在に至る
· 主な職務内容
【商品企画】
· 中長期ブランド戦略策定
市場調査などによる社会環境・消費者・市場・競合情報の収集、SWOT分析によるブランドの潜在的アクションの見極め、ブランドビジョンや目的、展開戦略等の策定を担当。
· 新商品開発／導入
生産部門やR&D部門、パッケージデザイナー、原料サプライヤーとの協業による新商品開発を担当。導入時期に合わせ、サプライチェーン部門や営業部門との協議、需給計画作成を行い、年間平均で×品の新商品開発を実現。また新商品導入に伴う営業促進のための情報提供や資料のアップデートも担当し、営業マニュアル、商談マテリアル、ブロッシャー、販売促進物の作成、新商品導入時の社員教育、販売先に対するプレゼンの実施にも携わる。

＜主な実績（売上）＞
担当商品○○
20××年度
××億円（予算比×××％）
20××年度
××億円（予算比×××％）
担当商品□□
20××年度
××億円（予算比×××％）

20××年度
××億円（予算比×××％）

【広告・販促企画】
· 広告・プロモーション開発／導入
ブランド戦略に沿った広告戦略、媒体戦略の企画立案・実行、広告代理店との折衝業務を担当。ＴＶ媒体を中心としていた従来の方向に加え、新たにWebプロモーションや店頭販促、タイアップや雑誌PRなどを重点的に行い、ブランド認知度を××％から××％へ、販売数量も約×年間で×××％へ伸張させることに成功した。

· プロモーションコスト削減

プロモーション戦略見直しによるプロモーションコストの徹底した圧縮を実施し、対売上構成比を×％から×％へ圧縮。それまでの粗利率による商品開発の可否を改め、開発商品損益をボトムラインで捉えることで戦略連鎖の最適化に成功した。

＜主な実績（調査会社委託実施によるブランド認知度調査）＞

担当商品○○○○
20××年度××％、20××年度××％、20××年度××％

（20××年：□□□マーケティング主催「広告大賞（日用品部門）」受賞）
【プロジェクトマネジメント】
· 新規チャネル開発（役割：リーダー、プロジェクト予算×億円、メンバー数×名）
量販店などの既存流通チャネルに追加して、自社製品のインターネット通販という新規チャネルの開発プロジェクトを社内で立ち上げプロジェクトリーダーを担当。消費者への受容性調査・分析、チャネルに合わせた商品企画のほか、パートナー企業との連携・交渉や、経営企画部・法務部・広告部など社内の関連部署との連携、調整に従事する。
· 自己アピール

営業として実績を挙げ現場経験を積んだ後に、商品開発担当として複数の新商品開発及び導入に携わることができました。製品戦略に加え価格戦略・流通戦略・コミュニケーション戦略と幅広い裁量権を持って各商品の売上及び認知度向上に貢献をして参りました。また、その実現の過程で社内外問わず多くの関係者を巻き込み、動かしていくプロジェクトマネジメント力を身につけております。現在はインターネット通販という新規チャネルの開発を目的とするプロジェクトを自身で起案しリーダーとして推進しております。

これまで培ったマーケティング業務の専門性と、その実現の為のプロジェクトマネジメント力を存分に発揮し、貴社にて成長・貢献していきたいと考えております。

以上
○○株式会社（20××年×月～現在）


資本金		：××億円


売上高		：約××億円（20××年度）


従業員数	：××××名


事業概要：自社製品の開発及び国内・海外における販売事業、OEM事業、通販事業等








